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この調査は，北海道総合開発の一環である， 
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５万分の１地質図幅  
説   明   書  

 

北海道立地下資源調査所 

技術員  松 井 公 平 

嘱  託  浅 井   宏* 

同     野 地 正 保** 

 

は し が き 

この図幅説明書は，昭和39年から昭和40年にわたる２年間の野外調査をもとにし 

て，とりまとめたものである。 

野外調査にあたっては，地域を分担しておこなった。上
かみ

俵
たわら

開
かい

拓
たく

以東を浅井宏，忠 

別川以北を野地正保，忠別川，上俵開拓以西を松井が，それぞれ担当し，全般のとり 

まとめを松井がおこなった。調査結果の整理にあたっては，道立地下資源調査所の鈴 

木守氏から多くの御教示を頂いた。 

また，野外調査に際して，美瑛町役場および美瑛営林署の方々からいろいろ御世話 

を頂いた。 

明記して厚く御礼申し上げる。 

Ⅰ 位置および交通  

志比内図幅は，北緯43ﾟ30'～43ﾟ40'，東径142ﾟ30'～142ﾟ45'の範囲で，北海道の中 

央部に位置している。行政区画は，上川郡美瑛町，神楽町，東川町，空知郡上富良野 

町にそれぞれ属している。 

交通は，西に隣接する美瑛図幅内をとおる国鉄富良野線があり，図幅の最寄駅は美 

瑛駅となっている。また，バス路線としては，美瑛駅―白金温泉，美瑛―俵真布，旭 

川―天人峡温泉，旭川―湧駒別温泉間が運行されている。 

 

 ＊ 北海道教育大学札幌分校 
＊＊ 北海道開発局土木試験場（北海道大学在籍中に実施） 

志 比 内 （網走―第 53 号） 
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このほか，辺別川，宇莫別川，置杵牛川沿い，ならびに，西部地域の台地上に自動 

車道路が施設されており，道路の発達は良好である。 

Ⅱ 地    形 

この図幅の地形は，大別して，1）山地，2）台地，3）平地の３つの地形区にわけ 

られる。 

1) 山   地 

これは，図幅の東部をしめ，新第三紀および第四紀の火山岩類で構成される地域で 

ある。構成岩によって，地形の特徴に，ややちがいがある。第三紀の火山岩地域は， 

いちじるしく解析をうけ，深い谷が多く，かなり急峻な地形をつくっている。 

第四紀の火山岩地域は，前者ほど解析は受けておらず，熔岩台地状の地形を形成し 

ている。 

2) 台   地 

これは，十勝熔結凝灰岩の分布する地域で，図幅の大半をしめている。この台地は， 

ほぼ南東から北西方向の流路をもつ河川によってきざまれ，いくつかの台地にわけら 

れている。それそれの台地は，かなり解析されているが，南東から北西にゆるく傾斜 

した比較的平坦な地形面が連続している。これらの面上には，標高500～600mのま 

るみをもった山地が残丘状に突出している。 

3) 平   地 

これは，各河川沿いに細長く発達する冲積氾濫原および段丘面である。段丘面は， 

比高15mおよび 5～6 mの２段がみとめられる。 

水系は，ほぼ北東から北西，南東から北西に流れている。いずれも大きな河川で水 

量も豊富である。これらは，北から忠別川，辺別川，宇莫別川，置杵牛川，美瑛川の 

河川である。また，忠別川は，当麻図幅から北流して石狩川に合流し，他の河川は， 

美瑛図幅に入って美瑛川に合流している。 

Ⅲ 地質概要  

この地域の地質系統は，第１表にしめしたように，ほとんどが新第三紀および第四 

紀に属する火山噴出物から構成され，正常堆積岩はみとめられない。そのため，各岩 

石類の地質時代については，これら相互の上・下関係，岩質，隣接地域の岩層との関 
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第１表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連などから推定した。 

新第三紀の火山噴出物は，中新世のカウンナイプロピライト，俵真布層，流紋岩岩 

脈，および鮮新世の米飯山熔岩，丸山熔岩に区分される。これらは，すべて図幅の東 

部地域に分布し，隣接旭岳図幅地域内に拡がっている。 

カウンナイプロピライトは，この地域の最下部を構成するもので，大部分が安山岩 

質プロピライトからなっているが，若干の緑色凝灰岩を介在している。 

俵真布層は，カウンナイプロピライトをおおっているとおもわれるが，その直接の 
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関係は明らかでない。この地層は，凝灰 

岩，凝灰質砂岩からなりたっているが， 

層理の発達は不良である。 

流紋岩岩脈は，カウンナイプロピライ 

ト中の緑色凝灰岩を貫ぬいている。この 

岩石は，いちじるしく鉱化変質をうけて 

おり，この変質の状態から，いちおう中 

新世にふくめた。 

米飯山熔岩と丸山熔岩は，かなり解析 

されてはいるが，なお熔岩台地状の地形 

をつくりやや広く分布している。ともに 

板状節理の発達した，普通輝石しそ輝石 

安山岩である。 

これらの火山噴出物をおおって熔結凝 

灰岩類が広く発達している。これらの噴 

出時期が鮮新世か更新世かについては， 

まだ明らかでない。熔結凝灰岩類のう 

ち，下位をしめるとおもわれるものは， 

石英安山岩質の雨月沢熔結凝灰岩で，小 

範囲に分布する。これにたいし，上位の 

ものは，流紋岩質の十勝熔結凝灰岩で， 

図幅地域の半分以上をしめている。 

第四系は，更新世の黄ヶ金原熔岩，層 

雲峡熔結凝灰岩および段丘堆積物と，現 

世の，旭岳第３熔岩および崖錐堆積物， 

氾濫原堆積物に区分される。 

黄ヶ金原熔岩は，南東部に分布する。 

普通輝石しそ輝石安山岩熔岩である。層 

雲峡熔結凝灰岩は，湧駒別，天人峡周辺 

に分布する。これは，大雪山図幅による 

第
１
図
 
宇
莫
別
台
か
ら
十
勝
を
望
む
（
熔
結
凝
灰
岩
の
台
地
と
冲
積
地
）

 



－ 5 － 

と，新大雪火山の爆裂火口の形成にともなう火砕流と考えられている。岩質は，角閃 

石石英安山岩質熔結凝灰岩である。 

段丘堆積物は，２段の段丘面をそれぞれ構成する堆積物が，美瑛川をのぞく各河川 

流域に発達している。 

現世の旭岳第３熔岩は，ユコマンベツ川沿いに発達する。岩質は，含かんらん石普 

通輝石しそ輝石安山岩である。崖堆積積物は，おもに忠別，上俵開拓，宇莫別川上流 

に発達している。氾濫原堆積物は，各河川の流域にみられるが，とくに美瑛川には広 

く発達している。 

Ⅳ 新第三紀中新世の火山噴出物 

新第三紀中新世に属するものとしては，カウンナイプロピライト，俵真布層，およ 

び流紋岩岩脈がある。 

Ⅳ.1 カウンナイプロピライト（Kp） 

このプロピライトは，江卸発電所周辺，ノカナン沢，辺別川上流および図幅南東隅 

付近に断片的に分布しているにすぎない。 

カウンナイプロピライトとして取扱ったものは，大部分が，しそ輝石普通輝石安山 

岩質プロピライトから構成されているが，一部に緑色凝灰岩をはさんでいる。 

プロピライトは，暗灰色～淡灰緑色を呈し，柱状あるいは板状の節理が発達してい 

る。また，一部のものは，珪化，粘土化，黄鉄鉱化などの鉱化変質をうけている。 

緑泥石化の弱い新鮮なものを鏡下で観察すれば，つぎのようである。 

斑晶として，しそ輝石，普通輝石，斜長石がみとめられ，これらの鉱物は，部分的 

に緑泥石によって置換されている。 

石基は，ハイアロピリチック組織をしめし，フェルト状斜長石の間に粒状普通輝石 

が多数散点している。石基には，部分的に弱い緑泥石化がみとめられる。 

一方，かなり変質の進んだ岩相では，斑晶の多くは，緑泥石あるいは方解石に置換 

されており，ときには，ぶどう石化をうけている。また，石基は微珪長質組織をしめ 

すようになり，これらの間に微細な白チタン石や緑泥石が成生され，輝石粒はみとめ 

られない。 

緑色凝灰岩は，暗緑色を呈し，角礫凝灰岩相と細粒の凝灰岩相とがみとめられる。 

しかし露出がよくないため，地層の走向・傾斜や岩相層序などは不明である。 
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Ⅳ.2 俵真布層（Tm） 

辺別川の上流，上俵真布および宇莫別川上流にかけての地域に小範囲に分布する。 

大部分が十勝熔結凝灰岩や丸山熔岩におおわれているため，断片的な露出しかみら 

れず，下位の地層との関係は明らかでない。 

この地層は，おもに流紋岩質凝灰岩から構成されており，全般に層理の発達がわる 

い。わずかに雨月沢で，N30ﾟE，60ﾟNWの走向・傾斜がみとめられる。 

上俵真布付近のこの地層中には，酸性白土によくにた白土が夾在している。これに 

ついてはあとでのべるが，藤原哲夫によってすでに調査が行なわれており，岩相の点 

から中新世とされている。したがってこの図幅でも，いちおう中新世として取扱った。 

Ⅳ.3 流紋岩岩脈（Ry） 

図幅の北東部地域に分布する力ウンナイプロピライトを，岩脈状に貫ぬいているも 

のと，周囲を十勝熔結凝灰岩，層雲峡熔結凝灰岩におおわれて残丘様の地形をつくっ 

て分布しているものとがある。両岩とも，立方状の節理が発達しており，全体にかな 

り多孔質で，空げきは，しばしば，粘土によって充塡されている。ノカナン温泉付近 

のものは，鉱化作用による珪化を受けている。 

Ⅴ 新第三紀鮮新世の火山岩類 

この時期の岩石は，米飯山熔岩および丸山熔岩である。いずれもいわゆる板状熔岩 

とよばれているタイプの熔岩である。 

Ⅴ.１ 米飯山熔岩（Ad） 

この熔岩は，当麻図幅内に広く分布する熔岩の南端部に当たるもので，この図幅地 

域の北東部付近に分布する。 

カウンナイプロピライトをおおい，十勝熔結凝灰岩におおわれている。ノカナン沢 

下流部の西側には，十勝熔結凝灰岩にとりかこまれて，残丘様の地形をとっている。 

最下部に，不規則な厚さの集塊岩相をともなっているが，大部分は，板状熔岩から 

なっている。 

この熔岩は，暗灰色～黒色のち密堅硬な普通輝石しそ輝石安山岩で，3～10cmほど 

の板状節理が発達している。 
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斑晶として，斜長石，しそ輝石，普通輝石がみられる。 

石基は，ハイアロピリチック組織をしめし，細粒の斜長石，輝石，磁鉄鉱とガラス 

からなっている。 

Ⅴ.２ 丸山熔岩（M） 

この熔岩は，図幅南東隅の丸山から，俵真布の地域にかけて，ほぼ南北の方向に分 

布している。 

カウンナイプロピライト，俵真布層をおおい，十勝熔結凝灰岩，黄ヶ金原熔岩にお 

おわれている。 

暗灰色を呈するち密堅硬な，普通輝石しそ輝石安山岩で，いちじるしい流理構造が 

みとめられ，これに平行な板状節理が発達している。 

斑晶として，斜長石，しそ輝石，普通輝石がみられる。石基は，ハイアロピリチッ 

ク組織をしめし，方向配列をしめす長柱状の斜長石の間に，普通輝石，しそ輝石，鉄 

鉱粒が散在している。 

Ⅵ 鮮新世ないし更新世の熔結凝灰岩類 

鮮新世ないし更新世と考えられる熔結凝灰岩として，雨月沢熔結凝灰岩および十勝 

熔結凝灰岩がある。 

Ⅵ.１ 雨月沢熔結凝灰岩（Uw） 

この熔結凝灰岩は，雨月沢地域にわずかに分布する。まえにのべたカウンナイプロ 

ピライトや俵真布層をおおい，十勝熔結凝灰岩，層雲峡熔結凝灰岩におおわれている 

が，これらとの直接の関係は不明である。 

この熔結凝灰岩は，赤色を呈し，ち密堅硬で，やや不規則な細い板状の節理が発 

達し，熔岩状の岩相をしめす。 

岩質は，流紋岩質熔結凝灰岩で，ハリ質な基質の中に多数の卓状の斜長石斑晶がみ 

とめられる。一見斜長石流紋岩をおもわせる。 

斑晶として，多量の斜長石のほかに，ごく少量の石英，しそ輝石および普通輝石 

などがみとめられる。 

石基は，全体にハリ質であるが，部分的に微珪長質組織が発達しており，多数の球 

顆を生成している。また，捕獲岩片として，粘板岩，千板岩，安山岩などがふくまれ 

ている。 
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第２図 雨月沢熔結凝灰岩  

この図幅地域に隣接する美瑛および当麻図幅内で流紋岩として取扱われているもの 

を検討した結果，この熔結凝灰岩とまったく同質であることが判明した。 

したがって，雨月沢熔結凝灰岩に相当するものが，十勝熔結凝灰岩の噴出以前に， 

かなり広い地域に流出した可能性が大きい。なお噴出時期についてはまだ明らかでは 

ないが，第三紀末と推定される。 

Ⅵ.２ 十勝熔結凝灰岩（W） 

図幅の大半をしめややなだらかな台地を構成して発達している。 

新第三紀の火山噴出物をおおい，層雲峡熔結凝灰岩，旭岳第３熔岩などにおおわれ 

ている。 

この熔結凝灰岩の噴出時代については，第三紀末か，第四紀かという問題を中心に 

現在までいろいろと論議されてきている。従来，十勝熔結凝灰岩とよばれてきたもの 

は，ほぼ１枚のものとしてあつかわれていたが，十勝川上流図幅や，佐幌岳図幅地域 

の調査によって，岩質上から，少なくとも３～４枚に区分できることが明らかにされ 

た。しかし，その時代については，なお鮮新世～更新世とされているだけで，明確にな 

っていない。ただ上部のものについては更新世の可能性が強い。この図幅に分布する 

熔結凝灰岩はいまのところ３～４枚に区分されたうちのどれに相当するかは明らかで 

ない。したがってこの図幅ではいちおう鮮新世～更新世の噴出物としてあつかってお 
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第３図 十勝熔結凝灰岩  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４図 十勝熔結凝灰岩  

く。 

この熔結凝灰岩は，灰色～灰白色を呈し，一般に，熔結の進んだ部分では，幅約60 

cmの柱状節理が発達しており，またこの間にレンズ状の黒曜石がみとめられる。西 
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部は，熔結作用の進んだ岩相が分布し，東部にはあまり熔結の進んでいない岩相がみ 

とめられる。 

岩質は，黒雲母流紋岩質熔結凝灰岩で，2～3mm内外の大型の石英粒と，黒雲母を 

多量にふくんでいることで特徴づけられる。 

鏡下では，斑晶として，多量の石英，斜長石，黒雲母がみられる。石基は，おもに 

色～無色の火山ガラスからなり流理面に平行な球顆構造が発達している。 

Ⅶ 第 四 系 

第四系に属するものは，大雪火山噴出物，段丘堆積物および，現世の旭岳第３熔岩， 

崖錐堆積物，氾濫原堆積物に区別できる。 

Ⅶ.１ 黄ヶ金原熔岩（Kl） 

この熔岩は，図幅の南東部に分布しているが，隣接の旭岳図幅の黄ヶ金原を中心に 

発達していることから，この名称があたえられた。図幅地域では，カウンナイプロピ 

ライト，丸山熔岩をおおっており，旭岳図幅での調査結果によれば，更新世と考えら 

れている。 

暗灰色のち密な岩石で，同質の集塊岩部をともなう，普通輝石しそ輝石安山岩であ 

る。 

Ⅶ.２ 層雲峡熔結凝灰岩（So） 

図幅では，忠別川からユコマンベツ沢上流にかけ，河川の侵した低地をうめて発 

達するとともに，その末端では，雨月沢まで分布している。天人峡温泉付近に発達す 

る断崖はこの熔結凝灰岩で構成され，景勝地となっている。 

カウンナイプロピライト，十勝熔結凝灰岩，流紋岩岩脈などをおおい，旭岳第３熔 

岩，第１段丘堆積物におおわれている。 

この熔結凝灰岩は新大雪火山の形成
＊

にともなって噴出したものと考えられている。 

一般に暗灰色～灰色を呈し，多量にスコリアや浮石をふくんでいる。忠別川沿いの 

ものは，けん著な柱状節理が発達し，いちじるしく熔結作用の造んだ岩相からなって 

いる。このほかの地域のものは，熔結のていどが弱く，凝灰岩様の岩相を示している。 

岩質は，緑色角閃石を特徴的に含む石英安山岩質熔結凝灰岩である。 

 
＊ 大雪山図幅による。 
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鏡下では，斑晶として角閃石のほか，斜長石，石英がみられる。 

石基には，全般にけんちょな熔結構造が発達している。捕獲岩として千枚岩の岩片 

がみられる。 

Ⅶ.３ 第１段丘堆積物（T1） 

この堆積物は，忠別川のノカナン周辺に発達する。現河床からの比高は15mで， 

十勝熔結凝灰岩，層雲峡熔結凝灰岩をおおっている，砂・礫層から構成されている。 

砂層部は，厚さ約2mで，粗粒砂からなっているが，この中には，白色の腐った浮石 

が若干まじっている。礫層部は，厚さ約3mで，安山岩およびプロピライトの礫が多 

い。礫の大きさは，大～40cm大のものが多い。 

Ⅶ.４ 第２段丘堆積物（T2） 

この堆積物は，美瑛川をのぞく各河川に発達する。現河床からの比高，5～6mで， 

十勝熔結凝灰岩および層雲峡熔結凝灰岩をおおっている。 

砂・礫層から構成されている。砂層部は，厚さ約 1mで，粗～中粒砂からなり，こ 

のなかには，熔結凝灰岩の風化したもの，これの粘土化したものがふくまれている。 

礫層部は，厚さ約60cm＋で安山岩類の礫が多い。礫の大きさは，40～50cm大のも 

のが多い。 

Ⅶ.５ 旭岳第３熔岩（A3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 旭岳第３熔岩  
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この熔岩は，ユコマンベツ沢に沿って細長く帯状に分布している。この状態は，空 

中写真によっても明瞭に読みとることができる。 

カウンナイプロピライト，流紋岩および，十勝，層雲峡の両熔結凝灰岩をおおって 

いる。この熔岩は，旭岳火山の活動によってもたらされたものである。火山砕岩状 

のものを主体とするが一部に熔岩状のところもある。 

火山砕岩状のものは，大小さまざまの安山岩塊をふくみ，大きいものは，数mの 

大きさをもっている。 

黒色を呈し，多孔質な，含かんらん石普通輝石しそ輝石安山岩である。 

鏡下では，斑晶として，斜長石，普通輝石をふくんでいる。基質はハイアロピリチ 

ック組織である。 

Ⅶ.６ 崖錐堆積物（Tu） 

この堆積物は，十勝熔結凝灰岩や俵真布層の分布する周辺に発達し，それぞれ背後 

の山地を形成している岩石から供給されたものである。いろいろの大きさの角礫と， 

細礫をまじえた粗粒砂からなりたっている。 

Ⅶ.７ 氾濫原堆積物（Al） 

この堆積物は，各河川沿いの冲積氾濫原を構成するもので，粘土，砂質粘土，礫か 

らなりたっている。粘土はおもに熔結凝灰岩の風化したものである。礫は火山岩が多 

い。 

Ⅷ  応用地質  

図幅内の資源としては，俵真布層の中に胚胎する白土層がある。また，流紋岩，カ 

ウンナイプロピライトには，鉱化作用がみられるが，現在では開発の可能性は少ない。 

このほか，ノカナン沢に鉱泉が湧出しており，現在も利用されている。 

Ⅷ.１ 白土（火山ガラス質白土） 

白土は，俵真布層の凝灰岩部に夾在している。昭和25年～26年頃に，菓子の増量 

剤として，試験的に採掘されたことがあるが，その後はほとんど手がつけられていな 

かった。昭和39年，藤原哲夫
＊

によって調査され，その概略が報告されている。この 

報告によると，比較的均質な，非晶質微粒の火山灰物質からなり，酸性白土に類似し 

 
＊ 1965：美瑛町俵真布白土について。 
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ているとされている。 

この白土は，農薬や各種粉末の増量剤として利用価値があるので，品質試験をおこ 

なって白土の性質を明らかにする必要がある。 

鉱量的には問題がないので，品質の点を充分検討することによって，開発の可能性 

も考えられる。 

Ⅷ.２ 鉱   泉 

この鉱泉は，ノカナン沢の入口から約1.5kmのところにあって，ノカナン温泉と 

呼ばれている。ここに分布する，カウンナイプロピライトの割目に沿って湧出してい 

るものと考えられる。 

泉質は，含緑ばん酸性泉で，pH 2.6，温度20℃である。温度が低いため，わか 

して使用している。 
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Résumé 

 

The area of Shibinai sheet map is situated in latitude 43ﾟ30' 
-40'N. and longitude 142ﾟ30'-45'E. in the central part of Ho- 
kkaidō.  

The t opography of t h i s a rea i s d iv ided i n to t he fo l lowing 
three groups.  
1) Mountaineous area.   The area occupies the eastern part 

of the sheet area, composed of the Neogene Tert iary and Qua-  
ternary volcanic rocks.  The Tertiary volcanic area shows rela- 
t ively rugged topography with deep valleys, owing to the dissec-  
t ion, whereas the Quarternary volcanic area preserve less dissected,  
flat lava plateaus.  
2) Flat plateaus.   This occupies the greater par t of th is 

area, being composed of the Tokachi welded tuff formation.   By 
the dra inage pat terns the area forms severa l bel ts of pla teaus, 
extending from southeast to northwest, and ranging 300 m to 700  
m in heights.  
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3) Plains.   The plains are developed along the rivers, and 
are covered by the terrace deposits and fluvial deposits.  Two levels 
are noticed among the terrace, i. e., 15 m and 5～6 m in relative 
elevation.  

The r i ve r s runn ing f rom nor thea s t t o nor thwes t, and f rom 
southeast to northwest, are large and rich in water. 

Geology 

The const i tuents of the geological succession of this area is 

shown in Table 1.  
M o s t  o f  t h e m  a r e  c o m p o s e d  o f  v o l c a n i c  r o c k s o r  t h e i r 

pyroclastics, Neogene and Quaternary in age.  
The Neogene volcanics comprise Kaunnai propylite, Tawara-  

mappu Formation and rhyolite dykes of the Miocene, and Peipa-  
n-yama lava and Maruyama lava of the Pliocene.  

Kaunnai prorylite,  the lowermost formation of this area,  is 
composed mostly of andesitic  propylite,  intercalating small amo- 
unts of green tuffs.  

Tawaramappu Formation is regarded to l ie above the Kauunai 
propyli te,  though thei r direct relat ion has not been observed.  
This formation is composed of rhyolitic tuff with poorly developed 
stratification.   At Ugetsuzawa i ts strike and dip is N30ﾟE and 
60 NW, respectively.   Phyolite dykes are found, cutting through 
the Kaunnai propyli te.   Both Peipanyama lava and Maruyama 
lava belonging to the so-called “Flat lava” are augite-hypersthene 
andesites.   The welded tuffs are developed, covering all the abo-  
ve mentioned formation,  being probably uppermost Pliocene or 
lowermost Pliestocene in age.   Of these, the ugetsuzawa welded 
tuff, which forms the lower formation,  is rhyolitic welded tuff, 
whereas the Tokachi welded tuff of the upper formations is bio-  
t ite rhyolitic welded tuff.  

The Quaternary formations comprise the Koganegahara lavas,  
Sōunkyo welded tuffs, and terrace deposits,  of the Pleistocene.  
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and the Asahidake third lava, talus deposits and fluvial deposits 
of the Recent.  

The Koganegahara l ava i s augi te hypers thene andes i te with 
well-developed columnar joints.   The Sōunkyo welded tuff repre-  
sents the pyroclastic flow deposits of hornblende dacite, associated 
genetically with the formation of Daisetsu volcano. 

The terraces developed along the rivers, except the Biei river,  
are grouped as the first terraces and the second terraces, compo-  
sed of sand and gravel beds.  

The Asahidake thi rd lava, composed of i r regular aggregates 
of lava flows and pyroclastic formations, is olivine-bearing augite 
hypersthene andesite.  The talus deposits are composed of angu- 
lar blocks or coarse sands, derived from the neighboring moun-  
tains.  

The f luvial deposi ts developed along the r ivers are composed 
of sand, gravels and clayey beds.  

Economic geology 

The resources of this area include white earth beds and mi- 

n e ra l sp r i ngs.  T he w hi t e ea r t h bed s a re i n t e r ca l ed be tween 
the Tawaramappu Formation, exposed in the vicinity of Kamita- 
wara Kaitaku.   They are relatively homogeneous, noncrystalline,  
fine-grained volcanic ashes, resembling to the acidic white earth.  
Though the i r amounts are very l a rge, the i r qual i ty and nature 
have not yet been completely studied.  If they can be used, there 
is a possibility for thier exploitation.   Mineral spring which iss- 
ues at a point, about 1.5 km from the entrance of Nokananzawa, 
has pH 2.6 and temperature of 26℃, and is used for bathing after 
heating.  
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